
過去に実施した殺鼠剤散布事業の経緯の検証

【意思決定にかかる問題点の洗い出し・追求】
事業の検討過程における地域住民との情報共有が不足。
説明会内容が決定事項の報告のみで、事業目的の共有が不十分。
環境影響に係る事前事後モニタリングを実施していなかった。

当初の目標である「根絶」が達成できない原因として、再侵入か取
り残しかが判別できず、将来目標・対策が明確に設定できていない。

事業における殺鼠剤の海上への流出対策と回収体制が不十分で、
海岸漂着に係る地域の情報に十分対応できなかった。（参考資料２
－２参照）
有人島のネズミ対策の取組姿勢に対する行政への不満が強い。
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【環境省の新たな取組】
検証委員会の設置（右記）
兄島視察会実施
アンケート・ヒアリング実施
勉強会・講演会の開催
兄島陸貝保全対策の実施
座談会開催 等

【殺鼠剤（ダイファシノン製剤）による環境影響に関する実証試験】

資料２


